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チ ェ ジ ュ ド
州島の田舎でね。物心つくまでに，母親がね，あの
時はね，うちの母だけじゃなくて，日本人が，済



















4 ～ 8 回報告で解説した用語については，丸数字で報告番号を，アラビア数字で注番



































ウ エ ノ ム イ ヨ
놈이요（日本人だ）」「왜







ウ エ ノ ム イ ヨ
놈이요」。それは結局，人さらいだということなの。私が今，覚えてるのはね，
済


























































































































































三条の立命館第三尋常小学校（？）いう所へ入って， 1 年， 2 年， 3 年まで勉強して。
それで，勉強ができたので，担任の先生に連れられてね，千本三条の尋常第一小学校に
連れて行かれて，数学と国語とテスト受けて。それがよかったらしくてね， 3 年から 5
年に転校された［した］わけ，私が。だから千本三条の第一小学校へ来て4）。
　 　それで 5 年の先生いうのがひどかった。それから，日本人が朝鮮人を差別する，いう
４） 京都市の千本三条にあったのは京都市立朱雀第一尋常小学校（現・京都市立朱雀第一小学
校，中京区壬生朱雀町に所在）で，梁寿玉さんが 5 年生から学んだのはこの学校と思われ

























チ ェ ジ ュ ド
州島へ帰っちゃったわけ。だから勉
強もね，本当は制服来て女学校行くのんばっかりね，夢見てたのに。 5 年の 1 学期の夏
休みにね，辞めて帰ったから，もう全然勉強してないの，私。
　 　そういうふうなことでしてる時に，済
































































































































































　 　八つになって日本に来て， 5 年の先生がひどかったので学校辞めて，また済










































































































チ ュ ジ ェ ソ
在所へ，それをぼ
ーっと持って，駐





































































































隊が討伐に出て行くわけ。帰りは 2 ， 3 人しか帰って来ない。
　 　それで後で，その部隊の中にね，知った兵隊が一人居ってね。ほんとに人間って分か
らん。私ね，東京に居った時，葛飾区に居ったわけ。それで，その時に，兵隊一人がも
のすご懐かしそうに寄って来てね。「いや，奥さん，久しぶりです」言うてね。いつも
買いに行ってた魚屋の息子なの。私がいつもね，グリーン系のチマチョゴリ着たり，エ
ンジ系のチマチョゴリ着たり，魚買いに行く時，ハイヒール履いてたの，昔。その格好，
みな言うの。ああ，今日は，あの奥さん来たとか，来ないとか。あ，そしたら［魚屋の
息子に］間違いないなと思って，それで親しくなって，それで部隊のことをいろいろ言
ってくれるわけ。
　 　今日はね，［軍事作戦の］途中で，汽車でどっか行く時に，まあ言えば，拉致される
わけよ。襲撃受けるわけ，汽車が。それでその将校か何か［中国軍に］連れて行かれる
わけ。それで，どっか連れて行って，お前らのやってること，今やってることは大変間
違ったことやってるんだよ，と説得されてね。それでまた途中まで連れて来て部隊へ帰
って来るんだって。そしたら，部隊の入り口で［日本軍が］銃殺，殺してしまう〈一同：
うーん〉。
６） このあたりの記述によれば，梁さんはアジア太平洋戦争開戦後も東京にいたことがあった
ようだが，確認できなかった。
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《終戦前後の混乱》
梁 ：終戦間近になってからはね，もう大変だったね。［戦後は］お金がね，ばさっと変わ
ったの，中国ね。私なんか，そんなにお金持ちじゃなかったけど，財閥なんか大変じゃ
ない。自家用の飛行機で上海行ったり来たりする大物財閥が多かった，中国では。
　 　最初はね，中国人がね，朝鮮人と中国人は兄弟だって言ってね，ものすごく親しくし
てね。あの「金って……」，金
キム
日
イル
成
ソン
だと思うわ。「金っていう偉い人がおってな，偉いん
だよ」言うて，すごく親しくして。それで私は病院でね，日本人が中国人を「チャンコ
ロ，チャンコロ」言うて，あの時ほんとにばかにしてね，みんな，してた。
　 　そしたらね，終戦になった途端にね，中国人がものすごい日本人をね，いじめ出した
の。お金は変わってしまった。お金はなくなったでしょう。それで街へ買い物にも出ら
れない，日本人。しょうがないから私はね，布買
こ
うて来てね，朝鮮のチマチョゴリを手
で縫うて。上手いこと縫うてね，それを着て，病院のね。とにかく食べ物も買えないわ
けよ。お金もみな銀行に預けてたから，お金もないし。だから奥さんがね，指輪を持っ
てて，その指輪を売って，それでおかず買
こ
うたり。その使いを私がするわけよ。朝鮮人
だからと言っていじめられはない。それで指輪を売って，食べ物を買って病院へ持って
行って。
　 　ある時にね，奥さんがね，「もうな，どうせこれで帰ったら別れるからね，記念に一
つ持って」言うてね，きれいな色のオパールの指輪を一つね，「これはあんたにあげる
から売らないでね，記念に持ってて」言うてから。「何言うてんの，奥さん，私指輪な
んかいらない，いいよ，売って来る」言うて。今思ってもね，それを記念にもらって，
とってあった方がよかったのか，売って，もの買って来た方がよかったのかな，どっち
かなって，いつも考えたりするけど。そんなのね，もらっても持てないよ，あの時にね。
それでそれも売って，病院の食事とか，あれしてた。
　 　そうしてたら，ある時点からね，状態が変わった。どういうふうに変わったかと言う
と，今まではね，朝鮮人は兄弟だ言うて優遇してた。それがね，反対になった。日本人
を認めるようになって，朝鮮人を今度，ばかにするようになった。それで私も，チマチ
ョゴリも脱いで。その時に噂がね，日本人はね，工作が上手だから，中国の政府に，何
をどれだけやったかは知らないけど，交渉した結果，日本人は認めるようになって，朝
鮮人を今度ばかにするようになったっていうふうにね，逆転してね。逆転してからがま
たいろいろ複雑でね，大変だったわ。
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《ある事件》
梁 ：そんな時に病院にね，患者さんで来てた家，たまにね，何かご馳走できたから言うて
招待されるわけ。「今日は何かできたから食べに来なさい」言うてね。それで行って，
ご馳走なってたら，突然外からね，女の人が飛び込んで来たの。飛び込んできてぱっと
見たらね，とってもインテリだった。洋服着て。「ああ，もう大変なことになった」言
うてね。自分の家の隣が，中国の部隊か何かで，そこで朝鮮のね，知識人だとか偉い人
たちがいろいろおるやん。中国へね，亡命したりね，金
キ ム グ
九＊4だと呂
ヨウンヒョン
運亨＊5だとか，みな
上海出たでしょう。
　 　でもね，北京，天津の方にもそういうふうな人たちがいっぱい居ったわけ。それでこ
ういう知識人を全部その部隊で呼び入れて，ここ飛び込んで来た女の人も「自分の主人
も呼ばれて，そこに行ってるんだ」と。それがね，突然にみんな集まった途端にパンパ
ンパンと拳銃の音がしてるって。それでびっくりしてね，私らご飯を食べてるその家に
飛び込んで来たの。その部隊の隣の人が。でもね，聞きに行くわけにもいかんしね，何
のことか分からないの。
　 　それでね，その日はそのまま帰ってね。その後で行って，「あれは，あの事件はどう
なったの」って言ったら。みんなその家の人たちが呼ばれてね，何か広い講堂みたいな
ところにみな集まったらしいわ。集まったら，中国人が拳銃持ってね，裏から入って来
てね，バババーと撃ったんだって。みんなね，倒れるわけ。これから話でもするんかな
と思って座ってたら，バババーと撃たれたからみな倒れて。それでわけが分からんで，
殺されて。
　 　それで，私が居ったところへ言いに来た奥さんの［夫は］どうなったかって聞いたら，
前の横の死体の下に倒れたんだって。この旦那が。それで，みなそこで殺しておいてね，
反対に拳銃で撃って来たっていうふうに部隊では言うてね。それで死体を取りに来い言
うて，みんなぞろぞろ引っ張ってね。行ったら，その死体の下敷きになってたんだって，
言いに来た人の旦那は。下敷きになってて，引っ張って来て，隠したんだって。まだ生
きてるの知ってたら殺されるから。
　 　それで［その夫は］，今度ゆくゆくは，万国会議，万国会議の時に自分はこれを発表
するんだと言って，書き物書いてるっていうところまで聞いた。だから私ね，このごろ
でもいろいろな古本屋に行ってみたりしてね，ちょっと知識のある人の本，何かにね，
その人が万国会議で書くって聞いてたから，何かそれらしい話でも出てるかなと思って，
ずっと今までも見るけど，なかなか。
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― ―朝鮮人の独立運動なんかの指導者が集まってるところに中国人がやって来て，銃を撃
った，そういう話ですか？　戦後，45年過ぎてから？
梁 ：もう，戦後言うたって，間なしやね。どさくさでね。それでそこのご飯食べに行った
とこの人はね，ソウルまで来て，ソウルで別れたけど。
《戦後の北京，天津》
梁 ：それで，私29歳で終戦になったの。私はね，戦争知らずなのよ。最高に贅沢してたの。
おしゃれして，毛皮のコート着てね。北京と天津は戦争知らずだったの。果物はすごく
豊富だったし，食べ物も豊富。街もきれい。聞いたら，アメリカがね，自分らどうせ戦
争に勝つから，北京と天津はね，手付けるなって言う。だから北京と天津は全然，焼夷
弾一つ落としたことないし。満洲はロシアが入ったでしょう。中国［本土］へはアメリ
カが入ったの。それでアメリカがそういうことだから，北京と天津はとっても贅沢。
　 　それで進駐軍がね，ばーっと入って来たのよ。北京にも天津にも。私らはね，恐かっ
た。ちょっと街へ出てね，看護婦たちと一緒に買い物出て，向こうから進駐軍が来ると，
うわーっとどっか行ってね，店の中に隠れたりしてた。こんな時に，お風呂へね，行っ
て。中国はね，お風呂一人ずつ入るの。だからザーっと並んでてね，大勢並んでて。そ
れで私の番になったからお風呂入ろうとしたら，私の後ろに待ってる人がね，日本人で，
とっても上品な若奥さんなの。あの時ね，進駐軍なんか入ったりしたら，パンパンガー
ル言うてね，もう進駐軍の相手の女たちが多かったけど，そんな人じゃないから，とて
も上品な奥さんだったから，「奥さん，いっぱい［大勢の人が］待ってるから，一緒に
入っていいよ」言うて連れて入ったの，お風呂へ。
　 　入った途端にこの人がね，自慢話を始めるのにね，「私たちは日本人に生まれてもう
最高ですよ」言うてね。「日本は戦争に負けたけどね，進駐軍が私をものすご大事にし
てくれますねん」いう話になってくるとね，私はもう恐くなった，その話が。どっか行
くんでも，車がなかったの，中国。タクシーいうのがなかった。それでね，どこ行くに
も乗り物いうたら人力車だったの。でね，「進駐軍はあたしらね，日本人はね，戦争に
負けたのにね，ものすごく大事にしてくれます」って，ものすご自慢するからね，私ね，
返事に困ってね。それでお風呂終わって外へ出たら，進駐軍が人力車に乗ってね，待っ
てますわ。それでこの女の人は乗ったら，毛布で包んで抱いてずっと行くの見てね。私
ね，いや，こんな考えの人もおるんだな，と思ってね。私ら進駐軍いうたら恐いから逃
げてたのに。 （以下，次号）
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＊本研究は科学研究費補助金（課題番号21510253）の助成を受けたものである。
【用語解説】
＊1　新作路（再掲）
　新たにつくられた幹線道路のこと。植民地期の済州島では，1917年に島民の負担で一周
道路を完成させ，1932年には済州・西帰浦直通の縦断道路がつくられた。
＊2　갈
カル
보
ボ
　男性に対して接客サービスを営む女性のこと。もともとは固有語のようだが，文献では
「蝎甫」という漢字語をあてる場合が多い。ただ具体的に，どのような女性を指すかにつ
いては，論者によって違いがある。植民地期の民俗学者・李能和は，日本語の「遊女」に
相当する朝鮮女性の総称として「蝎甫」を用い，妓生（一牌），殷勤者（二牌），搭仰謀
利（三牌），花娘遊女，女社堂牌，色酒家などに分類した（『朝鮮解語花史』1927年）。
しかしこれは必ずしも一般的な用法とは言えず，朝鮮側の文献では「蝎甫」は「色酒家」
（零細な飲食店や大衆酒場の酌婦）と同じ意味で使用するケースが多い。一方，日本人は
「蝎甫」を「妓生」と対照させ「売春婦」として理解していたようである。たとえば「朝
鮮人芸妓は之を妓生と称し，一牌二牌三牌の区別あり。所謂上中下の意なり。何れも歌舞
音曲の素養を有す。娼妓は蝎蜅と称し，売淫を専業とする者なり」（西脇賢太郎「風俗警
察に就て（第一回）」『軍事警察雑誌』第10巻第12号，1916年12月，38頁）というように
説明されていた。
＊3　金
キム
漢
ハン
貞
ジョン
　独立運動家・青年指導者（1896～1946）。大静面加波島で出生。加波島に設立された辛
酉義塾で学び，のち同校で教えながら夜学をひらき，少年少女を対象とした運動を展開す
る。1925年加波青年会を指導し，同年済州青年連合会執行委員となる。1927年朝鮮共産党
入党，1930年代には官製の農業組織に対抗して農民会・漁業組合結成，1931年呉大進らと
済州ヤチェーィカを結成し，左面（中文面）・右面（西帰面）を担当する。1932年の海女
闘争で逮捕され，1933年懲役 5 年の刑を受ける。1945年の解放後は建国準備委員会済州島
支部保安部長に選任される。その翌年，米軍政による指名手配を逃れて慶尚南道に船で向
かう途中海難事故死したと言われている。
＊4　金
キ ム グ
九
　独立運動家・政治家（1876～1949）。号は白凡。黄海道海州出身。17歳で東学に入信
し，甲午農民戦争に参加する。1895年，閔妃暗殺事件への復讐として日本軍人を殺害し，
死刑判決を受けるが，特赦により釈放される。1911年いわゆる「105人事件」で終身刑を
うけるが減刑され，14年出獄。3・1 運動後中国に亡命し，大韓民国臨時政府に参加，警務
局長など中心人物として活動する。1928年韓国独立党党首となり，実力行使による抗日運
動を指導する。44年臨時政府主席，45年大韓民国の名で対日参戦を宣言するが，まもなく
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日本の降伏を迎える。朝鮮帰国後，李承晩の南朝鮮単独政府樹立路線に反対し，南北協商
を主張するが，49年 6 月26日暗殺された。
＊5　呂
ヨ
運
ウン
亨
ヒョン
　独立運動家・政治家（1885～1947）。号は夢陽，京畿道出身。キリスト教に入信し平壌
神学校に学ぶが，14歳で中国に亡命する。上海で新韓青年団に参加したのち，1920年高麗
共産党に加入する。1929年日本警察に逮捕され， 3 年間服役。出獄後『朝鮮中央新報』
社長となるが，36年ベルリンオリンピックの際の「日章旗抹消事件｣で廃刊させられる。
1944年秘密裏に建国同盟を組織し，1945年 8 月15日の日本の敗戦にあたっては，朝鮮総督
府の遠藤柳作政務総監から朝鮮の治安維持への協力を依頼される。解放直後に建国準備委
員会を組織，朝鮮人民共和国樹立を宣言するが，米軍政はこれを認めなかった。46年左右
合作運動を進めるが，47年 7 月19日右翼青年によって暗殺される。
